
水道スマートメーターによる時間帯別料金の
実証実験 検証結果報告

（令和5年度実施分）



はじめに：本報告について
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湖西市では、水道の時間帯別料金を通じて、水道使用行動の変化やその要因、

また、利用者の意識の変化などを検証するため、国立大学法人一橋大学大学院、

中部電力株式会社、株式会社東京設計事務所と連携し、令和5年度から令和8年

度にかけて、調査・研究を実施しています。

令和4年度は、システム面の検証を目的として、水道スマートメーターにより、

時間帯別の水道使用量を取得し、使用時間帯ごとの水道使用量の算出および

利用者へのお知らせが可能であることを確認しました。

続いて、令和５年度の実験では、オフピーク時間とピーク時間に料金差を設ける

ことで、利用者の水使用行動に変化が生じ、ピークシフトが誘発されるかどうか

を検証しました。本報告では、この検証結果の概要をご紹介します。

なお、本報告は、巻末資料を参考に、湖西市が取りまとめたものです。分析内容

の詳細については、原文（英文）をご確認ください。



令和５年度 実証実験の概要

【実験対象】

湖西市入出・知波田地区 1,890世帯

【実験期間】

2023年6月16日から10月15日まで
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【実験方法】

朝の6:00～9:59と夕方の17:00～22:59をピーク時とし、通常料金を適用。

一方、深夜・早朝の23:00～5:59には通常料金の60％割引を、昼間の10:00

～16:59には通常料金の20％割引を適用。この料金体系に基づき、料金を請求。

▼ 時間帯ごとの料金設定イメージ ▼ 時間帯ごとの料金単価イメージ



実験による影響の検証（従来の使用状況との比較）
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実験による水道使用行動の変化について、全体的な傾向を検証するため、

実験対象地域の配水施設（１箇所）の時間帯別配水状況を、実験期間の

「データⅱ」と、それ以前に取得した「データⅰ」とで比較しました。

出典：Onuki, Y. Otaki, Y. (2024)

データⅰ
データⅱ

⇒ 分析の結果、オフピーク時間帯全体で配水量の増加が観察されるとともに、

ピーク時間帯全体での一貫した減少も明らかにされました。

配
水
量
（
㎥

）

時 間
（※1日の平均配水量を0に変換して基準として使用）

 各データの算出方法

配水施設における、時間帯ごとの配水状況は日々

異なるため、時系列分析という手法により、季節性を

排除したうえで、日単位の傾向をモデル化しました。

 各データの集計期間

データⅰ ： 2021年4月1日から
2023年6月15日の配水状況

データⅱ ： 2023年6月16日から
10月15日の配水状況



実験による影響の検証（実験区域外の使用状況との比較）
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前頁の検証に加え、実験期間およびその前後における、実験対象地域と実験

対象地域以外の配水施設の時間帯別配水状況を比較しました。

これにより、前頁の結果が実験対象地域のみで発生した事象かどうかを確認し

ました。

出典：Onuki, Y., & Otaki, Y. (2025). 

 各データの集計期間

実験前 ： 2023年2月10日（金）～6月11日（日）

実験中 ： 2023年6月16日（金）～10月15日（日）

実験後 ： 2023年10月20日（金）～2024年2月18日（日）

使
用
割
合
（
％
）

時 間

▼ 実験対象地域以外の配水施設の配水状況▼ 実験対象地域の配水施設の配水状況

実験中
実験前
実験後

凡 例
実験中
実験前
実験後

凡 例

使
用
割
合
（
％
）

時 間

 各データの算出方法

両グループ間の配水量の差異を考慮するために、

1日の総配水量を分母、各時間帯の配水量を分子と

する割合を日次で計算し中央値を算出。



実験による影響の検証（実験区域外の使用状況との比較）
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使
用
割
合
（
％
）

時 間

▼ 実験対象地域の配水施設の配水状況

実験中
実験前
実験後

凡 例

① 深夜・早朝オフピーク時間帯

（23:00～05:59）

→実験対象地域において、

実験中に顕著な増加。

② ピーク時間帯

（06:00～09:59および17:00～22:59）

→実験対象地域において、

実験中に顕著な減少。

（実験後も傾向は継続。）

⇒この検証によって、利用者の水使用行動の変化は、実験の影響により、実験対象地域に

のみ起きた事象であることが裏付けられました。

②実験中に
減少

①実験中と
実験後に増加

有意な差は
認められず

②実験中に
減少

①実験中と
実験後に増加

本検証の結果、実験対象地域において、特に以下の時間帯で統計的に有意な

差が確認されました。

出典：Onuki, Y., & Otaki, Y. (2025). 



実験による影響の検証（時間ごとの変化率の確認）
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⇒ 本検証では、オフピーク時間帯とピーク時間帯の境界付近で水道使用状況の変化が

起きやすいことが示唆されるほか、夜間のピークにおいては、特定の時間ではなく、

全体の使用量が他の時間帯にシフトしたことが予想できます。

続いて、１時間ごとの水道使用状況の変化率に着目し、どの時間に特に影響が

あったのかを検証しました。この結果、以下の時間で有意な差が確認されました。

変
化
率
（
％
）

変
化
率
（
％
）

実験対象地域以外
実験対象地域

実験対象地域以外
実験対象地域

時 間

▼ 実験前と実験中の比較

▼ 実験中と実験後の比較

時 間

① ② ③

① ②

① 午前5時台（オフピーク時間帯）

→実験対象地域において、

実験中に増加、実験後は元に戻る

② 午前7時台（ピーク時間帯）

→実験対象地域において、

実験中に減少、実験後は元に戻る

③午後11時台（オフピーク時間帯）

→実験対象地域において、

実験中に増加、実験後も継続

出典：Onuki, Y., & Otaki, Y. (2025). 



実験による影響の検証（アンケート調査の結果）

8

本実験では、水道使用量データの収集・分析のほか、アンケート調査を実施し、

実験対象者が水使用行動を意識的に変更したかどうかを調査しました。

問. 時間帯別料金の実証実験期間中の、水道の使用時間帯に関するあなたの

意識について、最も当てはまるを教えてください。

1.変更しようとした

2.やや変更しようとした

3.どちらともいえない

4.あまり変更しようとしなかった

5.変更しようとしなかった

1:91件（20％）

2:125件（28％）

3:57件（13％）

4:83件（18％）

5:94件（21％）

⇒調査の結果、約48％の参加者が意識的に水使用行動を調整しようと試みたことが

判明しました。一方で、意識的に水使用行動を変更しようとはしない方も、半数近くいる

ことが分かりました。



実験による影響の検証（アンケート調査のさらなる分析）
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アンケート調査においては、調査にご協力いただいた皆様からの水道使用量

データやご回答をもとに、現在、さらに詳細な分析を進めています。

その結果、「変更しようとした」「やや変更しようとした」というご家庭の方々

が、ピークシフトを実施していること、また、主な変更用途が洗濯や浴室の利用

に関連していることが分かっております。

これらの結果から、お客様の意識に働きかけることや、変更がしやすい

利用用途にターゲットを絞ることが重要であり、オフピーク時間とピーク時間

の設定にも工夫を凝らす必要があると考えられます。

今後も、戸別のデータの調査と検証を進め、行動変化の詳細を理解し、適切

な料金制度の創設を目指していきます。

また、分析状況に応じて、随時、情報を更新してまいります。



まとめ・課題

10

【令和５年度実験のまとめ】

 実験で得られた水道使用データを分析した結果、オフピーク時間とピーク時間に料金差を設けるこ

とで、ピーク時間帯の水道使用がオフピーク時間帯にシフトする可能性があることが分かりました。

 アンケート調査の結果、時間帯ごとの料金設定が水道使用者の意識にも影響を与え、約半数の方

の水使用行動の変化を促したことが分かりました。

 各戸のデータを検証した結果、「水の使い方を変えよう」と考える家庭の方がピークシフトを実施

していることが分かりました。

【実験の結果を踏まえた課題】

 実験を通じて、時間帯別水道料金制度が水道使用行動に変化をもたらす可能性があることは分か

りましたが、効果をさらに高めるには、工夫が必要であると考えられます。具体的には、料金制度の

伝え方や時間帯の設定方法について再検討する必要があります。

 今回の実験では、制度的な制限により料金割引による影響を調査しました。しかし、プロスペクト理

論に基づけば、人々は利益よりも損失を重視する傾向があるため、このことを考慮した影響につい

ても今後調査を行うことが重要です。

 水道使用行動は気温や日照時間などの環境要因にも影響されることが考えられるため、他の季節

における結果を調査することも必要です。
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